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エコーネットコンソーシアムのグローバルアクション

１．地域別グローバルアクションの状況

２．グローバル背景を踏まえた対応・方針

３．【参考】グローバルアクション事例（普及活動や連携仕様の策定）
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国内ECHONET2.0推進
Web領域を含む標準化活動

地域別グローバルアクションの状況

① 地域の規格が普及もしくはエリア政策要求がある場合、ECHONETとの連携規格を定義する事で対応

アジアのように特定の規格が無い地域では、ECHONET Liteをそのまま採用いただくよう提案

② 国際標準化推進（ECHONET Lite, 及びECHONET Lite AIF ,機器オブジェクト詳細規定）

 ECHONET Lite Web APIを活用したサービス連携のためのガイダンス ：2024年公開（Web連携）

 DR関連サービス仕様：2023年公開（Web連携）

 CHAdeMO規格との連携仕様：Ver1.0を2022年、Ver1.1を2024年公開（宅内連携）

（ISO/IEC JTC1 SC 25 WG 1）及び
（IEC TC100）での国際標準化推進

グローバル活動方針、共通的施策

欧州地域で使われているOPENな標準規格
との連携仕様を策定
・PCHA（健康医療/HL7_FHIR規格）ｰ
ECHONET連携仕様：2022年ガイダンス、
2023年ガイドライン公開（Web連携）
・欧州SAREFｰECHONET連携仕様を検討
（JAIST・研究委託先）：
2025年度中に策定を計画（Web連携）

北米地域で使われているデファクト規格との
連携仕様を策定
・Matter ECHONET Liteブリッジ適用事例
：第一版を2024年公開（宅内連携）

ECHONET Lite規格をアジア各国で使っていただくための活動を実施
・台湾での国際会議開催：毎年定期開催
（TJPO台日連携オフィス・両国学術機関参加）
・アジア各国標準規格団体と共同セミナーを開催：随時開催
・ISO/IEC JTC 1 SC 25 WG １国際会議（2024年秋＠山形）
にてデモを含めたイベントを実施

欧州地域

アジア地域

北米地域

連携定義はすでに６つのドキュメントを公開中
https://echonet.jp/spec_g/
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グローバル背景（国際標準の新たな潮流）
•近年、特に白物・設備系ネットワークにおいてはグローバル共通という
考え方は無くなり、地域ごとの生活スタイルやサービスユースケースに寄
り添ったスタンダードが普及している。
•Home Electro Systemを主管するISO/IEC JTC 1 SC 25 WG 
1では、マルチスタンダードを制定する方針となり、これに合わせて欧州
（KNX）・中国（IGRS）など各国標準規格のIS化が進んでいる。
•ECHONET Lite規格は、以前からOPENなデジュール標準として国
際標準化を進めてきたが、近年さらに各地域の状況に合わせたグロー
バルアクションを推進、連携規格の対応などを強化しています。

エコーネットコンソーシアムは、DRready勉強会での議論やグローバル背景を踏まえ、関係
する皆様と連携しながら、ECHONET Lite/ECHONET Lite Web APIの関連規格をさらに
発展させます。
カーボンニュートラルをはじめ、社会課題の解決にお役立ちできるよう、さらなる検討を進めて

まいります。

※連携規格の効果：
各社では、国内設計仕様をそのまま海
外に展開している事例も多い。現地規
格が地場サービスや地域政策要件に
必要となった場合も、そのままの仕様で
活用が可能となり、結果的にJAPANス
タンダードの海外展開が進む。

アジアで販売している
ECHONET対応エアコン

グローバル背景を踏まえた対応・方針



4

台湾での国際会議開催（定期開催）
（TJPO台日連携オフィス・両国学術機関参加）

欧州SAREFｰECHONET連携仕様を検討（JAIST）

PCHA（健康医療/HL7_FAIR規格）ｰECHONET連携仕様（Web連携）

matterｰECHONETのブリッジ事例：第一版を2024年公開（宅内連携）

【参考】グローバルアクション事例（普及活動や連携仕様の策定）
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